つかま 

患者に でも 摑 つてん のじ やない か」 

ガラスぶ た そで 

腕時計の 硝子 蓋 を、 白い 実験 着の 袖で、 ちょいと 丸 

ぬぐ はくせき 

く 拭い を かけて、 そう 皮肉った の は 白皙 〔# 底本で は 「白 

ほしみ やよう ご 

晳匕 長身の 理学 士星宫 羊 吾だった。 

これ は 第三 航空 試験 所の 一 部、 室内に は 二人の 外 誰 

も 見えない。 だが この 二十 坪ば かりの 実験室に は、 所 

かなぐ 

も 狭い ほど、 大きな 試験 台 や、 金具が ピカピ 力 光る 複 

がんじょう フレイム かこま 

雑な 測定器 や、 頑丈な 鉄の 枠に 囲れ た 電気 機械な 

ねずみいろ へきたい 

どが 押しな らんで いて、 四面の 鼠色の 壁 体の 上に は、 

ようかい きわ 

妖怪の 行列 をみ るよう な グロテスク 極ま る 大きい 影が 

匍い のぼって いるの だった。 



「遅い じ やない か。 どうした のか」 と 大尉。 

「あまり 静かに 入って きたので、 また 気が 変な 女で も 

やって きたの かと 思った よ。 ハツ ハツ ハツ」 と 星宫理 

学士が、 作った ような 笑い 方 をした。 

「いや、 遅くな つた。 患者が 来た もんで (と、 『患者』 

という 言葉に 力を入れて 発音しながら) 手間が とれち 

わ しるし 

まった。 だが、 お詫びの 印に、 お土産 を 持って きたよ、 

ほら 」 

ざる 

そういって 大蘆原 軍医 は、 入口のと ころで 何やら 笊 

の 中に 盛り あがった 真黒な もの を、 さしあげて みせた。 

「何 じ や、 それ は …… 」 



「この 調子で、 暁け 方まで 頑張る の は、 ちと 辛い ね」 

と 大蘆原 軍医が、 ポケット. ウイ スキ ー の 小さい アル 

テ— ブル 

ミニ ュ ー ム 製の コップ を、 コ トリと 卓上の 上に 置きな 

がら 云う のだった。 

さ ざ え わし 

「軍医 どのの 栄螺 料理が 無ければ、 儂は 五十 五分 間ず 

つ 寝る つもりだった」 と 川 波 大尉が、 ポカポ 力 湯気の 

つま 

あがって いる 真黒の 栄螺の 壺を 片手に とりあげ、 お 汁 

を チュッ と 吸って から、 そう 云った。 

ちんちょう 

「大蘆 原 軍医 殿 は、 この 栄螺の 内臓 を 珍重され るよ 



「いや、 今 僕の 喰った やつ は、 中で 一 番 違った 味 を もつ 

ていて ね、 珍ら しい 栄螺だった」 と、 理 学士 はま だ惜 

しそうに、 空に なった 殼を 振り、 奥の 方に 箸 をつ きこ 

みながら、 舌 なめずり をした。 「や あ、 いくら 突つ いて 

も、 もうで てこない や」 

さよ-つ しゅく 

「僕の 御馳走が、 お 気に 召して 恐 縮 だ」 大蔵 原 軍医 

は、 ウイ スキ ー をつ ぎこんでも、 一向 赤くなら ない 顔 

を あげてい つた。 「だが、 食う ものが ボ ッボッ 無くなり、 

こう 腹の 皮が 突っ張って きたので は、 一層 睡 くなる ば 

かりだね。 —— それじゃ、 どうだろう。 これから 皆で、 

一時間ず つ 交替で、 なに かこう 体験と いうか、 実話と 



なからず 心配に なって きた もの だ。 夕刻に 近づく と、 

かねて 気象 警報が 出て いたと ぉリ、 灰色の 雲 は 低く 低 

く たれ 下って 来、 白く 浪 立って きた 洋上に、 霧が す こ 

しずつ 濃くな つ てく るの だ つ た。 

ひ あらし 

(今夜 は、 どうしても 一と 嵐く るな) 

味方に とって は、 いよいよ 事態 は 不幸に 向って いつ 

かたむ みつうん 

た。 西に 傾いた 太陽 は、 密雲の 蔭に スッ カリ 隠れて 

しまったり、 そうかと 思う と 急に その 切れ目から 顔 を 

きょく 

現わして、 真 赤な 光線 を、 機 翼に 叩きつ ける のだった。 

だいちん じ 

丁度、 そのと きだった。 あの 一 大 椿事が 突発した の は 



りよ-つ. g-- つ 

は 元々 K 県 出の、 たいへん 仲の 善い 僚友だった が、 あ 

の 事件の 時から 一年 程 前に、 儂も識 つてい るが A とい 

う 若い 女が、 二人の 間近 かに 現われてから という もの 

そむ 

は、 急に 二人 は 背いて 行った。 その A という 女 は、 非 

常に 眼と 唇との うつくしい、 そして 色がぬ ける ように 

白くて、 真紅な 帯 や、 真紅な 模様の 羽織なん かがよ く 

似合う 少女だった。 笑う と、 ちょいと 開いた 唇の 間 か 

いとき ば 

ら、 真白な 糸切り歯が ニッと 出て くるの が、 また 何と 

も 云えない 程 可愛らしく 見えた。 その A さんと いう 少 

女に、 二人が 同時に 惚れ こんだ の も、 全く 無理の ない 

ことだった。 しかしお 互に、 相手の 気持 を 知る と、 二 



人 は 二十 幾年の 友情 も、 プ ッッリ 忘れて しまった。 彼 

等 は、 表面 は 何 喰わぬ 顔で 勤務 をして いながら、 内心 

では 蛇と 狼との ように 睨み合つ ていたの だ。 彼等 は 

あくらつ たがい おとしい 

悪 竦な 手段で、 お 互 を 陥 れ 合った。 自分の 血で、 相 

手の 骨 を 洗った。 

その 結果、 A という 女 は、 遂に 竹 花 中尉の 方へ 傾い 

て ゆき 結納まで とりかわされ、 この 演習が 済む と、 直 

すいこう しゃ 

ちに 水 交 社で 婚礼が 挙げられる ことにまで、 事が き 

まっていた のだった。 あわれ、 恋に 敗れた 熊 内中 尉 は、 

悪魔に おのが 良心 を啄 むに 委せた。 そこで 中尉の 恐 

ろしい 復謦が 計画され たのだった。 



その 儘、 黙々 と 立って、 測定装置の 前に、 並んだ の だつ 

た。 
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第二 話 星宫理 学士の 話 



りょうきたん 

「さて 僕に は、 川 波 大尉 殿の ような、 獵奇譚 の 持ち 合 

わせが 一向にな いの だ。 といって 引下る の も 甚だ 相 済 

まんと 思う ので、 僕 自身に 相応した 恋愛 戦術で も 公開 

する Y ことにしよう。 

さっき、 大尉 どの は、 『戯れに 恋 はす まじ、 戯れなら 

ぜんぼうず しゅうどういん 

ずと も 恋 はす まじ』 と、 禅 坊主 か 修道院 生徒の ような 

聖句を 吐かれた が、 僕 は、 どうかと 思う ね。 それなら、 

うか か 

ちょいと 伺って みたい 一条が ある、 とで もね じ 込み 



すいま さそ 

ない と、 これからの 僕の 下手な 話が、 睡魔 を 誘う こと 

になり はしない かと、 心配になる のでね。 

きょく 

そこで、 僕に 云わせる と、 失恋の 極、 命 を なげだし 

こいがたき 

て、 恋敵と 無理心中 を やった 熊 内中 尉 は、 大 馬鹿者 だ 

と 思う。 鰻の 香 を 嗅いだ に 終った 竹 花 中尉 も、 

小馬鹿ぐ らいのと ころさ。 何故って 云えば、 熊 内中 尉 

の 場合に 於て、 A とか 云う 女 を 手に入れる こと は、 

ちょっとした トリックと 手腕 さえ あれば、 なんの 苦 も 

なく 手に入る のだった。 A は 竹 花 中尉と 結婚す る こと 

に はなって いるが、 熊 内中 尉 を 別に 毛虫の ように 芯 か 

ら 嫌って いる わけで はない の だから、 いくらでも、 竹 



花 中尉との 縁組 を A に 自らす すんで 破らせる 位の こと 

は、 なんなく でき るんだ。 何しろ 相手 は、 東西 も 判ら 

ない 未婚の 娘なん じ やない か。 

人の 細君 は 誘惑で きないと いうが 僕 は 二日で 手に入 

れた 記録が ある。 その 細君 を 仮リに —— そうだ ネ B 子 

か わ 

夫人と 名付けて 置こう。 色が 牛乳の ように 白く、 可愛 

さくらんぼ 

いい 桜桃の ように 弾力の ある 下唇 を もっていて、 す 

こし 近視ら しいが 円らな 眼に は 湿ったよ うに 光沢の あ 

まつげ 

る 長い 睫毛が、 美しい 双曲線 をな して、 並んで いた I 

I というと、 なんだか、 川 波 大尉 どののお 話の A さん 

という 少女 に似てい ると ころも あるよう だね。 とに か 



ァぺ タイト 

く 其の B 子 夫人 は、 僕の 食慾 を 激しく あおり あげた 

のだった。 食慾 を 感ずる の は、 胃袋が 悪 いんだろ うか、 

そその か 

その 唆 かすよう な 甘い 香 を 持った 紅い 果実が 悪い の 

だろう か、 どっち だろうかと 考えた ほどだった。 だが、 

僕 は 日頃の 信念に 随 つて、 飽くまで 科学的に 冷静 だつ 

た。 筋 書 どおりに チャンスが 向う から やって来 るまで、 

なんの 積極的な 行動 もとらなかった。 

鱸て チャンス は 思いがけなく 急速に やって来た。 と 

ハズ き まず 

いうの は、 B 子が その 夫君と 四 五日 間 気 拙い 日 を 送つ 

た。 その 動機 は、 僅かの 金が無い ことから 起った の 

だった。 その 次の 日 は、 彼女の 夫君が 出張に 出かける 



ことまで 僕のと ころに は 解って いた。 B 子 夫人 は その 

日、 某 デバ— トへ 買い ものの ため、 彼女の 郊外の 家 を 

出掛けた が、 その 道す がら 突然 アバ ッシ ュ の 一 団に襲 

われた のだった。 小暗い 森 蔭に 連れ込まれて、 あわや 

ろうぜき 

狼藉と いうと ころへ 飛び出し たのが 僕だった。 諸君 は 

そのような 馬鹿な ことが と嗤 うか もしれ ない が、 B 子 

夫人 も 普通の 婦女と おなじく、 この 昔風な 狂言 暴行 を 

疑い もせで、 泪を 流して 僕に 感謝した ばか リか、 記念 

ほリ ゆびわ 

の ためとい うので、 奇妙な 彫の 指環まで 贈物と して 僕 

によ こした じ やない か。 そのと き 僕 は、 『御主人に は 

黙って いられた 方が いいです よ』 と 云う こと を 忘れな 



かった。 心に 空虚の あった B 子 夫人が、 その 胸に 如何 

なる 夢 を 描いた こと やら、 また 其の 夫君が 出張に でか 

けた 翌日、 偶然の ように 訪ねて いった 僕 を どんなに 

歓^した か。 女なん か、 新しが つても、 本当 は 古い 古 

いものな のさ」 

こう 云って 星宮 学士が、 胸の 底まで 気持よ く 吸い こ 

んだ 煙草の 烟を、 フ ー ッと 静かに 吐き だした が、 この 

がんめん 

話 を 傍で きいて いた 川 波 大尉の 顔面が、 急に ひきつる 

ように 硬ば つてき たのに、 まるで 気がつかな いような 

顔 をして いたのだった。 

「それから、 こんな 話 も ある」 と 学士 は 第二 話の つづ 



きを 又 語り はじめる のだった。 「こいつ は、 僕の 一番 

骨 を 折った 女だった が、 カツ キリ 半年 も懸 つた。 無論 

その 半年の 間、 僕 はこの 女ば かり を覘 つていた ので は 

あさ そ かたてま 

無く、 沢山の 若い 女 を獵リ あるいて いる 其の 片手間に、 

一 つの 長篇 小説で も 書く つもりで、 じっくり 襲い か 

かって 行った の だ。 その 女 は、 しっかりした 家庭に 

育った 九條武 子の ような ノ— ブルな お嬢さん だ つた。 

彼女の 名前 を、 仮リに C 子 (とそう 云って、 星宫 学士 

は 何故か ハツと 呼吸 を 止めた) —— そう、 C 子と 呼 ぼ 

う。 この 少女 は、 はちきれる ような 素晴らしい 肉体 を 

持って いるのに、 精神的に は不 感性に 等しく、 無類の 



た。 彼女 は 別に 眉 を 顰め はしなかった。 というの は、 

この 速力が 如何にも 緩漫 だった からだ。 映画 を 見 あき 

ると、 レヴ ィゥを 見た。 宝 塚の 可愛い ぃレ ヴィゥ から 

カジノ • フ オリ—、 プぺ • ダン サン トと 進み、 北 村 富 

子 一 座な ど という エロ • ダ ンスへ 移り、 アバ ッシ ュ- 

ダンス を 観た。 C 子が 僕と 踊りたい といい 出した の は 

ちょうど 

恰度 その 頃だった。 僕 は 一 応 それ を 押しと どめた が、 

それ は 無論、 手だった。 興奮し きった 彼女 は、 僕の 忠 

告に、 倍 以上の 反発 を もって 舞踊 を 強いた。 僕達 は、 

いんわい 

あの 淫猥な ァク ロバ ティ ック • ダンス を 見て 帰る と、 

其の 次の 日に は、 僕の 室 をす つかり 閉めき つて、 二人 



で 昨夜の ダンス を 真似て みるの だった。 勿論 何の 経験 

ももたない 僕達に、 あんなに 激しい ダンスが 踊れる わ 

けはなかった。 僕達 は 不意に 手 を 離して しまって 床の 

どう こぶ こしら はなぢ 

上に 樘と 抛げ だされて 瘤を斿 えたり、 ドッ と衄血 〔# 

底本で は 「はなじ 匕 を 出したり、 筋 を ちがえた 片腕 を 肩 

に 釣って 疼痛に ボロボ ロ泪を 流しながら も、 奇怪なる 

舞踊 をつ づけた のだった。 だが 僕達の 身体 は 清浄で、 

C 子 はま だ 処女だった。 時分 はよ しと、 僕 は 彼女 を、 

秘密 室の ある ダンス 場 めぐりに 連れ出した のだった。 

それから 四 五日 経って、 C 子 は 逆に 僕 を 挑んだ の だ。 

だが 僕 は 素気なく 拒絶した。 拒絶され ると 反って 嵐の 



ような 興奮が C 子の 全身に 植えつ けられた のだった。 

すべて 僕の 注文 どおりだった。 其の 翌日、 僕 は、 六ケ 

はっこう ほうじゅん びしゅ 

月 かかって 発酵 させた C 子と いう 豊潤な 美酒 を、 し 

み じみと 味わった ことだった。 

こうして 僕が 味わった 女の 数 は、 百 を 越えて いる。 

ていそうじゅうりん しきま 

こんな こと を、 貞操蹂躪 とか 色魔と か 云って 大騒ぎ 

せんじょう 

する 奴の 気が 知れない。 『洗滌 すれば、 なにごと もな 

かった と同じように 清浄になる の だ』 と ロシアの 若い 

女た ち は 云って いる じ やない か。 それに 違いない。 誰 

もが、 徹底して 考えて 実行 すれば いいの だ。 そり や 中 

に は 捨てた 女から ピストル をつ きつけられる こと も あ 
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話 大蘆原 軍医の 話 



とに しょう」 そう 云って 軍医 はス リ—. キャッスルに 

火 をつ けた。 

「川 波 大尉 どののお 話と いま 聞いた ばかりの 星宫 君の 

話と は 全然 内容が ちが つ ている 癖に、 恋愛 論と いうか 

性愛 論と いうか、 それが 含まれて いると ころに は、 一 

種 連続 点が あるよう だ。 そこで、 私の 話 も、 勢い その 

後 を 引継いだ ように 進める のが、 面白い ように 思う。 

ところが 丁度 ここに 偶然、 第三 話と して、 まことに 恰 

好な 物語が あるんだ。 そいつ を 話す ことにしよう。 

実は 今夜、 私が ここへ 出勤す るの が、 常日頃に 似合 

わず、 大変 遅れて しまって、 諸君に 御迷惑 を かけた が 



(と 云って 軍医 は 軽く 頭 を 下げた) 何故 私が 手間 どつ 

たの か、 それにつ いてお 話しよう。 

今夜 七 時、 私の 自宅に 開いて いる 医院に、 一人の 婦 

びぼう 

人 患者が やって きたの だ。 美貌の せい も あるだろう が、 

二十 を 過ぎた と は 見えぬ うら 若い 女性だった。 その、 

少女と でも 云いたい ような 彼女が、 私に 受けたい とい 

うの は、 実は 人工流産 だとい うんだ。 一体、 人工流産 

をさせる に は、 医学 的に 相当の 理由が 無くて は、 開業 

医と いえ ども ゥッ カリ 手 を 下せない の だ。 母体が 

はいけっかく まんせい じんぞうえん たいじ 

肺結核と か 慢性 腎臓炎で あると かで、 胎児の 成長 や 

ぶんべん おびやか 

分娩 やが、 母体の 生命 を 脅 すよう な 場合と か、 母体 



なく 川 波 大尉 夫人の 紅 子に 違いなかった のであった。 

「紅 子、 お前 は 一体、 どうして こんな 夜 更に、 こんな 

場所まで やって来 たの だ」 

「ちょいと、 お 顔が みたかつ たのよ。 それだけ なの、 

お Hn ま ま 」 

と 紅 子 は 笑いながら、 悪びれた 様子 もな く 一 座 を 見 

まわした。 このと き ニヤ リと 笑った の は、 星宫 学士 

いちは や 

だった。 待ち構え たように、 それ を 逸早く 認めた 川 波 

大尉だった。 彼 は 軍医の 話 を そちの けにして、 スック 

リ 其の 場に 立ち上った。 

「紅 子、 お前に ちょっと 聞く が、 儂が土 耳 古で 買って 



貴様に、 殺される 苦痛が どんな もの か 教えて や るん 

だ！」 

せいじゃく ふるいし がき 

実験室の 静寂と 平和と は、 古石 垣の ように ガラガ 

ラと 崩れて 行った。 

「ゥ フ。 今にな つて 気がつい たか、 可哀想な 大尉 どの。 

だが 僕が 簡単に 殺せる と 思 つ た ら大 間違 いだよ」 

し. *.J ま 

「言うな、 色魔！」 

「なに を 」 と星宫 学士 は、 右の ポケット にある ピ 

スト ルを 探り あてた。 それ を 出そうと 思って、 大尉に 

つかまれた 右腕 を 離そうと して、 必死に 振りき つた。 

ベり ベり ッ とい ぅ鄘 やな 音が して、 学士 の 洋服が 引裂 



ける と、 右腕が 急に 自由にな つた。 

(こうなる と、 こっちの もの だ) 

そう 思った 星宫 学士 は、 ピストル を 握った 右の 拳 を 

グッと 前にのば そうとした。 そこ を、 

「エイ、 ャッ」 

と 大尉が 飛びつ いて、 両腕 を グッと 捻じ あげた。 学 

士は 捻じられながら も、 いきなり 大尉の 脇腹 を 力 一 杯 

「ゥ ン！」 

と 蹴とば したが、 この 時 遅し、 大尉 は 素早く、 身体 

かろ 

を 左に 開いた ので、 気絶す る ことから、 辛うじて 免れ 

たが、 その代り、 二人の 身体 は、 もつれあった まま、 



だった。 

「紅 子、 うう 射て …… ピストル、 いいから …… 」 

か ぼ そ 

大尉の 声 は、 切れ切れに、 蚊 細く、 夫人の 援助 を も 

とめた のだった。 

このと き 紅 子 は、 いつの 間に やら、 右手に しっかり 

と ピストル を 握り しめてい たが、 夫 大尉の この 声 をき 

くと、 莞爾 とほ ほえんだ。 

「いいこと！」 

紅 子の しなやかな 腕が グッと 前に 伸びる。 キラ リと 

ピストルの 腹が 光って、 引金が 力 チリと 引かれた。 

r ズド— ン！」 



ばかり かかった が、 私の 手で 巧く 終了した。 摘出され 

たの は、 すこし 太い 試験管の、 約半分ば かリを 占領し 

ている 四 ヶ月 目の X X X X X X だった。 いいかね、 そ 

の 試験管の 底に 沈澱して いる 胎児 は、 その 男と、 あの 

かれん 

可憐なる 少女と が、 おのれの 血と 肉と を 共に 別け あつ 

て 生長 させた 彼等の 真実の 子供な のだった。 でも 母親 

の 胎内 を 無理に 引離され、 こうして いる その 胎児に は、 

もうす でに 生命が 通って いないの だった。 闇から 闇へ 

流れさった、 その 不幸な 胎児の、 今日は 命日な の だ。 

その 胎児に とって、 今夜の この 話 は、 本当の 意味の 

つやもの がた リ 

通夜 物語な の だ。 



これ だけ 云えば、 星宫 君、 君に は なにもかも 判った 

ろう。 あの 胎児の 父 は、 君な の だ。 あの 胎児の 母 は、 

こ ここ き 

ちどり 子と 呼ぶ。 さて 此処で、 君から 訊かして 貰いた 

い ことがある。 君に 返事が できる かね。 

さっき さざえ たらふく た 

先刻、 君 は 私の 手料理になる 栄螺 を、 鳕腹 喰べ てく 

はし さ き 

れ たね。 ことに 君 は、 xxxxx、 箸の 尖端に 摘み あ 

うま い 

げて、 こいつ は 甘味と いって、 嬉しそうに 食べた こと 

を 覚えて いるだろう ね。 

それで 若し、 私が、 あのち どり 子の 次兄で あつたと 

して、 いやそう 驚かなくても いいよ、 先刻、 君が 口中 

あ *1 わ 

で 味い、 胃袋へ おとし、 唯今 は 胃壁から 吸収して し 



まった であろうと 思われる、 ァノ XX XX が、 栄螺の 

内臓で なくして、 実は、 君の 血肉 を 別け た、 あの 胎児 

だった としたら、 ハテ君 は 矢張り、 

『xxxxx を、 ム シャム シャ 喰べ てみ たが、 たいへ 

んに 美味かった』 

と 嬉しがって 呉れる だろう か、 ねえ 星宮君 —— -」 

「ゥ— ム。 知らなかった ッ」 

と、 ふり 絞る ような 声 を あげたの は 星宫理 学士 だつ 

ま つ さお 

た。 その 顔面 はみ るみる 真青に なり、 ガタ ガタと 細か 

く 全身 を 震わせる と、 われと わが 咽喉の あたり を、 両 

手で 搔き むしる のだった。 



X 

かんじ 

それ を 見届ける と、 大蘆原 軍医 は 始めて 莞爾と 笑つ 

て、 側らに 擦りよ つてく る 紅 子の 手 をと つて、 入口の 

扉の 方に むか つ て 歩き だした。 

今宵、 紅 子 は、 彼女の 良人、 川 波 大尉 を 射殺して 置 

きながら、 それ を 振 返って みょうと もしな いのは、 ど 

うした ことで あるか。 それ は、 川 波 大尉 こそ は、 第一 

話に 出て 来た 熊 内中 尉に、 あの 恐ろしい 無理心中 を 

しそう あゆかわべ にこ 

使嗾した 悪漢だった。 そのために、 当時、 鮎川 紅 子と 

でんどう 

名乗って いた 彼女 は、 愛の 殿堂に まつりあげ ておいた 

うしな 

婚約者の 竹 花 中尉 を、 永遠に 喪って しまったの だった。 



も 一番 恐ろしい、 鬼 か 魔 かとい うべき 人物で は ある ま 

ヽ/ T O 

レ 力 

まぎ 

それ は それと して、 二人の 姿が、 戸外の 闇に紛れて、 

見え なくなった 丁度 その 時、 血み どろに 染 つた 二つの 

死骸が 転って いる 実験室で は、 真夜中の 十二時 を 報ず 

る 柱時計が、 ボ— ン、 ボ ー ンと、 無気味な 音 をた てて、 

鳴り 始めた のだった。 
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